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令
和
五
年
二
月
二
十
六
日
、
池
田
市
民
文

化
会
館
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
て
、
華
洲
会
教

養
指
導
部
の
主
宰
に
よ
り
「
第
三
回
吟
力
向

上
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
会

員
が
集
い
、
山
口
華
雋
先
生
に
よ
る
熱
血
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
毎
回
会
員
の
中
か
ら

吟
力
向
上
を
目
指
さ
れ
る
方
に
「
モ
デ
ル
吟
」

と
し
て
登
場
い
た
だ
き
、
普
段
の
吟
詠
と
山

口
先
生
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
通
し
て
吟

声
の
変
化
を
実
感
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
嶋
田
綾
子
さ
ん
（
雋
詠
京
都
）
と
上

野
釣
恵
さ
ん
（
川
西
豊
友
）
が
モ
デ
ル
吟
者

と
し
て
登
場
、
山
口
先
生
の
レ
ク
チ
ャ
ー
に

よ
り
吟
力
向
上
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
よ
う

で
す
。

な
お
こ
の
講
座
の
様
子
は
、
華
洲
会
公
式

動
画
（Y

o
u
T
u
b
e

）
に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お

り
、
視
聴
回
数
も
十
万
回
を
ク
リ
ア
す
る
な

ど
、
全
国
の
詩
吟
愛
好
家
の
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
動
画
登
録
者
数
も
一
〇
〇

〇
人
目
前
！
是
非
、
当
日
参
加
出
来
な
か
っ

た
方
は
動
画
を
ご
覧
頂
き
、
吟
力
向
上
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。
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令
和
五
年
一
月

二
十
九
日
（
日
）
、

大
東
市
民
会
館
で

３
年
ぶ
り
と
な
る

華
洲
会
新
春
錬
成

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
し
ば
ら
く

の
間
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
こ
そ
は
、
と
会
員
全

員
の
思
い
が
実
り
、
よ
く

練
ら
れ
た
演
出
と
と
も
に

日
頃
の
練
習
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
た
錬
成
会
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
懇
親
会
も
久
方

ぶ
り
に
催
さ
れ
、
山
口
華

雋
会
長
は
じ
め
皆
さ
ん
自

慢
の
喉
を
披
露
し
、
さ
ら
に
は
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
に
ダ
ン
ス
に
明
る
い
年
明
け
を
感

じ
さ
せ
る
集
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

中村 尚儒副 会長
によ る会歌 先導

山口華雋会長による

ご挨拶
川西豊友支部他のみなさん

冑山支部のみなさん川西市詩吟連盟会歌の大合吟
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奥山先生の吟と棉生珠童先生の舞と

華洲会スーパーチームの迫力ある舞台！多田東支部のみなさん①

多田東支部のみなさん②鳳吟大江支部のみなさん

楠の里支部のみなさん
京阪樟葉支部のみなさん

野崎観音支部のみなさん

燁吟支部のみなさん。

まだまだ頑張ります！
雋詠寺川支部のみなさん
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九
月
二
十
五
日
、
大
東
市
民

会
館
に
て
華
洲
会
競
吟
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
第

五
〇
回
目
と
な
る
記
念
す
べ
き

大
会
で
、
多
く
の
ご
来
賓
の
先

生
方
の
ご
審
査
の
下
、
会
員
一

同
、
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
の
模
様
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
次
頁
に
大
会
結

果
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
（
華

洲
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

頂
け
ま
す
）
。

プログラムの最後は恒例の万歳三唱。

一日お疲れ様でした！

来賓吟詠では剣舞も披露され、

観客一同舞台に見入りました。

当日は二会場に分かれ、

それぞれ熱吟を競い合

いました。

前日準備ではマイク音量調整など入

念にチェックをおこないました。

嶋崎千夏ちゃんと雄仁くん。詩吟も舞も、

年々レベルアップしてきています！
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詩
吟
を
広
く
一
般
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
に
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
？
オ
リ
ジ
ナ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
発
信
し
て
い
こ
う

と
専
門
委
員
会
を
結
成
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
運
営
を

続
け
、
早
く
も
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
動

画
で
も
詩
吟
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
めY

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
も

開
設
し
ま
し
た
（
令
和
三
年
六
月
六
日
か
ら
）
。
開
設
よ
り
二
年

半
、
お
か
げ
さ
ま
で
視
聴
回
数
は
総
計
十
万
回
を
カ
ウ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。
ま
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
も
九
五
五
名
と
、
一
〇
〇

〇
名
も
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
！
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧

も
三
〇
〇
〇
回
ほ
ど
に
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
発

信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
是
非
、
一
日
一
度
は
必
ず
ご
覧
く
だ
さ
い
！

、

、

、

、

、

、

、

こ
こ
数
年
、
私
た
ち
青
年
部
が
出
演
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
、

「
え
ほ
んp

icn
ic

」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
阪
市

西
区
の
靱
公
園
で
毎
年
秋
に
行
わ
れ
て
い
て
、
親
子
で
絵
本
に
触

れ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
縁
あ
っ
て
、
私
た
ち

青
年
部
に
も
お
呼
び
が
か
か
り
、
二
十
分
ほ
ど
詩
吟
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
十
月
八
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
、
嶋
崎
雄
仁

君
の
剣
舞
と
千
夏
ち
ゃ
ん
の
詩
舞
、
ま
た
「
立
山
を
望
む
」
の
詩

文
を
紙
芝
居
で
紹
介
し
、
多
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
し
た
。
最
後
は
、
「
野
菜
の
数
え
歌
」
を
千
夏
ち
ゃ
ん
が

披
露
し
、
秋
空
の
下
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
出
演
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
様
子
も
、
動
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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令
和
三
年
十
月
二
十
四
日
、
大

東
市
民
会
館
に
て
、
華
洲
会
第
四

十
九
回
競
吟
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
使
用
に
大
き
な
制
約

が
伴
い
な
が
ら
も
、
「
今
こ
そ
詩

吟
で
し
っ
か
り
声
を
出
そ
う
！
」

と
発
奮
し
敢
行
し
ま
し
た
。
行
事

中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
吟

界
に
あ
っ
て
、
こ
の
大
会
開
催
は

大
変
勇
気
づ
け
ら
れ
た
内
容
と
な

り
ま
し
た
。

川
西
北
支
部

吉
見
さ
ん

健
康
の
た
め
七
十
過
ぎ
て

か
ら
再
開
し
た
詩
吟
、
川

西
北
支
部
の
仲
間
と
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
二
十
代
後

半
に
詩
吟
を
始
め
て
、
三

浦
華
昊
先
生
に
詩
吟
の
イ

ロ
ハ
を
習
い
、
若
か
り
し

頃
の
山
口
先
生
に
鍛
え
ら

れ
、
再
開
後
の
支
部
の
仲

間
に
巡
り
合
え
た
こ
と
が
、

今
回
の
成
績
に
結
び
つ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。

雋
詠
寺
川
支
部

奥
山
さ
ん

こ
の
度
、
第
四
十
九
回
競
吟
大
会
で
師
範
以

上
の
部
、
決
勝
吟
詠
準
々
優
勝
を
賜
り
ま
し

て
、
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
日
頃
ご

指
導
下
さ
る
奥
山
紅
雋
先
生
を
は
じ
め
、
あ

た
た
か
い
助
言
を
下
さ
る
華
洲
会
の
先
生
方
、

応
援
し
て
く
れ
る
家
族
の
支
え
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
事
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、

今
回
い
た
だ
い
た

賞
を
励
み
に
こ
れ

か
ら
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

雋
詠
寺
川
支
部

川
田
さ
ん

今
回
、
初
め
て
和

歌
に
出
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
で
大
会
も
あ
ま

り
出
吟
で
き
る
機

会
が
な
か
っ
た
昨

年
一
年
間
。
今
年

は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
出
吟
す
る
機
会
も
増
え
、
華

洲
会
の
開
催
を
聞
き
参
加
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

和
歌
は
二
行
詩
を
繰
り
返
す
だ
け
で
す
が
、
か

な
り
腹
圧
が
な
い
と
高
音
や
低
音
が
出
せ
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
加
え
、
吟
と
は
違
う
詠
み
方
と
声

の
出
し
方
が
あ
り
ま
す
。
吟
は
九
本
で
や
っ
て

ま
し
て
、
先
生
に
は
七
か
八
本
で
や
り
な
さ
い

と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
も
出
な
い
ん
で
す
。

自
主
練
習
で
九
本
な
ら
出
る
の
で
、
急
遽
本
数

変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
番
は
練
習
程
出

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
結
果
オ
ー
ラ
イ
で
良
か
っ

た
で
す
。
ま
だ
ま
だ
緊
張
で
身
体
が
固
く
な
る

の
は
克
服
出
来
ま
せ
ん
が
、
和
歌
を
練
習
す
る

こ
と
に
よ
り
、
高
音
の
発
声
方
法
の
コ
ツ
が
つ

か
め
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
こ
れ
に
傲
ら
ず
、

精
進
、
日
々
練
習
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
ま

す
。
夢
は
少
壮
吟
士
！
こ
れ
だ
け
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
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当
支
部
は
、
故
河
南
創

鼓
先
生
が
総
本
部
理
事
東

島
華
壮
先
生
の
跡
を
受
け

て
平
成
八
年
に
川
西
市
内

の
中
央
公
民
館
で
、
華
洲

詩
吟
教
室
と
し
て
開
設
さ
れ
た

教
場
で
す
。
現
在
、

①
華
洲
詩
吟
（
第
二
・
四
土
曜

日
午
前
開
催
・
川
西
キ
セ
ラ
プ
ラ
ザ

文
化
棟
三
Ｆ
川
西
公
民
館
）

②
漢
詩
一
吟
会
（
第
二
・
四
木
曜
日

十
八
時
か
ら
・
川
西
能
勢
口
駅
前
パ
レ
ッ
ト

川
西
）

③
明
峰
詩
吟
分
会
（
第
二
・
四
水
曜
日
十
三

時
か
ら
・
明
峰
公
民
館
）

④
明
峰
こ
ど
も
教
室
（
第
三
土
曜
日
十
四
時

か
ら
・
明
峰
公
民
館
）

⑤
り
ん
ど
う
漢
詩
（
第
一
・
三
水
曜
日
午
前

開
催
・
川
西
公
民
館
）
、
の
五
教
場
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
教
室
で
は
、
吟
詠
講
習
は
勿
論
、

歴
史
討
論
な
ど
受
講
者
の
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

各
教
室
特
徴
が
あ
り
活
動
メ
ン
バ
ー
の
練

習
内
容
は
多
彩
で
す
。
音
程
が
不
安
定
な
方
、

声
が
出
に
く
い
方
、
音
程
が
低
い
方
な
ど
様

々
で
、
活
動
目
標
を
持
ち
な
が
ら
ま
さ
に
子

供
か
ら
大
人
ま
で
、
大
き
な
声
を
出
し
ス
ト

レ
ス
を
発
散
し
て
い
ま
す
。

発
声
は
腹
式
呼
吸
の
体
の
使
い
方
の
教
授

か
ら
、
吟
詠
符
節
の
組
み
立
理
論
ま
で
教
え

て
い
ま
す
。
漢
詩
の
作
詩
を
楽
し
ん
で
い
る

メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
よ
。
漢
字
の
平
仄
な
ど

基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。
学
習
で
視
野
が
広
が

り
ま
す
。
練
習
の
成
果
を
確
認
す
る
支
部
内

の
錬
成
会
や
、
吟
界
の
雰
囲
気
に
触
れ
る
為

関
西
吟
詩
の
本
部
行
事
に
参
加
し
た
り
華
洲

会
主
催
の
行
事
に
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
地
元
の
川
西
市
詩
吟
連
盟
の
行
事

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
当
支
部
は
連
盟
の
中

核
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
躍
中
で
、
年
二
回
の

競
吟
詠
大
会
の
主
催
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
活
動
で
は
地
元
川
西
市
の
新
規
開
設

の
キ
セ
ラ
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
に
は
一
〇
〇
〇

人
を
余
る
観
衆
で
、
詩
吟
の
存
在
感
を
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
楽
し
み
で
す
が
、
こ
れ
が
大
事
か

な
？
カ
ラ
オ
ケ
や
日
帰
り
旅
行
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
よ
。

別
途
の
広
報
活
動
と
言
い
ま
す
か
個
人
的

に
は
「
東
谷
論
語
を
楽
し
む
会
」
を
主
宰
し

て
い
ま
す
。
支
部
員
も
こ
れ
の
主
要
メ
ン
バ

ー
と
し
て
活
動
中
。
孔
子
の
言
葉
と
活
動
に

触
れ
な
が
ら
、
こ
れ
を
体
現
し
た
漢
詩
も
学

び
会
員
の
新
規
獲
得
に
向
け
て
行
動
中
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
奮
闘
活
動

中
で
す
。

詩
吟
に
夢
を･･･

こ
れ
を
楽
し
む

も
の
は･･･
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令和４年度の華洲会は、ご覧のメンバーで会運営にあたりました。それぞれの持

ち場で活動を行うことができました。来年度もご支援ご鞭撻のほど、よろしくお

願いいたします。

【事務局】
兗（左から）中村尚瑛先生、坂本 琮先生、向井萌雋先生、吉見昊翔先生、箱田瑛優先生

華洲会に関する諸連絡、手続き等、様々に奔走いただき、ありがとうございました。

令和4年度の定期総会は、令和４年4月29日、

大東市民会館にて開催されました。

華洲会創立55周年を記念し、今井彩黎先生よ

り出吟番号表示板が贈呈されました。華洲会

競吟大会をはじめフル活用されています。
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スマートフォンのカメラで

かざしていただくと、ホー

ムページをご覧頂けます。

【女性部】（左から）

吉田泉豊先生、高橋箏瑛先生、箱田瑛優先生、杉本紅響先生

華洲会の活力の源である女性会員の皆様のとりまとめを担っ

てくださいました。

【会計】園部奎雋先生

いつも細やかなお仕事、あ

りがとうございます。

【ホームページ委員会】（左から）

兗坂本 琮先生、秋月奎翁、高橋箏瑛先生、奥山紅雋先生、今井彩黎先生

クオリティの高いホームページ制作を担ってくださり、ありが

とうございます。

【企画部】（左から）

兗藤原 成先生、吉田泉豊先生

会員拡大と吟力向上に向け、ユニークな企画

を推進いただきました。

【教養指導部】（左から）今井彩黎先生、

嶋崎瑛簫先生、杉本紅響先生

吟力向上研修会の企画、大成功です！
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ま
ず
、
『
華
』
の
大
幅
な
発
行
遅
延
に
至
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
、
お
詫
び
か
た
が
た
簡
潔
に
記
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
中
に
開
催
さ
れ
た
華
洲
会
競
吟
大
会

の
日
に
七
十
五
号
を
発
行
し
て
以
降
、
お
よ
そ
二
年
近

く
発
行
を
滞
ら
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
今
号
は
、
二
年
分
主
な
行
事
・
各
部
の

活
動
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
ま
と
め
た
た
め
、
合
併
号

と
い
う
形
で
の
発
行
と
い
た
し
ま
し
た
。
何
卒
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
新
年
度
も
迎
え
、
広
報
部
も
新
た
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

華
洲
会
会
員
諸
氏
の
日
々
の
活
動
を
伝
え
、
紐
帯
を
強
く
す
る
た

め
の
貴
重
な
媒
体
で
あ
る
『
華
』
の
発
行
継
続
の
た
め
に
、
諸
先

生
諸
先
輩
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
れ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様
の
益
々
の
吟
活
の
隆
盛
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ｋ
Ｏ
記
）

【青年部】（左から）

秋月奎翁、嶋崎瑛簫先生、今井彩黎先生 【広報部】（左から）

吉田鳳襄先生、竹本瑞鼓先生、秋月奎翁

高橋箏瑛先生、杉本紅響先生

華

七
十
六
・
七
十
七
合
併
号

発
行
日
：
令
和
五
年
七
月
一
〇
日

発
行
人
：
山
口
華
雋

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｆ
：
高
橋
箏
瑛
・
竹
本
瑞
鼓
・
吉
田
鳳
襄
・

岡
森
鵬
雋
・
上
野
釣
恵
・
奥
山
紅
雅
・

加
納
恵
介
・
杉
本
紅
響
・
秋
月
奎
翁

発
行
者
：
（
公
社
）
関
西
吟
詩
文
化
協
会

公
認
華
洲
会
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